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６
月
15
日
、
町
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
内
田
議
員
は
、
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ

ず
、
次
世
代
に
平
和
の
バ
ト
ン
を
受
け
渡
す
た
め
に
、
南
知
多
町
に
あ
る
戦
争
遺
跡
・

体
験
証
言
等
の
保
存
・
継
承
を
求
め
、
質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
戦
争
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
内
田
議
員
は
半
田
市
が
作
成
し
た
子

ど
も
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
半
田
に
も
あ
っ
た
戦
争
」
を
示
し
、
南
知
多
町
に
お

い
て
も
子
ど
も
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
求
め
ま
し
た
。
町
か
ら
は
い
く
つ

か
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
、
す
で
に
調
査
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
資
料
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
な
く
、
デ
ー
タ
で
作
成
し
た
い
と
の
回
答
を
示
し
ま
し
た
。

大
井
と
片
名
の
特
攻
基
地
に
つ
い
て
、
地
域
郷
土
史
雑
誌
「
み
な
み
99
号
」
に
掲

載
さ
れ
た
元
南
知
多
町
の
教
員
で
地
元
歴
史
研
究
家
の
山
下
泉
氏
の
投
稿
文
「
南
知

多
に
残
る
戦
争
遺
跡

大
井
『
回
天
』
基
地
の
行
方
」
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

発行

水
上
・
水
中
特
攻
兵
器
の
拠
点
だ
っ
た
南
知
多
町

昭
和
20
年
１
月
１
日
、
「
レ
イ
テ
は
日
米
の
天
王

山
」
と
言
い
続
け
て
き
た
小
磯
首
相
が
年
頭
辞
の
放
送

で
「
比
島
全
域
が
天
王
山
」
と
言
い
換
え
た
。
戦
後
明

ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
つ
き
あ
わ
せ
て
い
け
ば
、
昭
和

20
年
始
め
の
戦
局
は
八
方
塞
が
り
、
戦
い
の
打
開
策

は
皆
無
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
れ
以
降
は
歴
史
が
示

す
通
り
で
あ
る
。

昭
和
20
年
４
月
４
日
、
大
本
営
よ
り
、
「
決
号
作

戦
準
備
計
画
」
が
出
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心
と

す
る
連
合
軍
が
日
本
本
土
に
ひ
た
ひ
た
と
迫
っ
て
き
た

時
で
あ
る
。
４
月
１
日
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
、

沖
縄
で
の
戦
い
が
本
土
決
戦
の
準
備
時
間
を
稼
い
で
く

れ
と
い
う
時
期
で
あ
る
。
こ
の
準
備
計
画
の
要
旨
は
、

「
主
敵
米
軍
の
侵
攻
を
本
土
要
塞
に
お
い
て
邀
撃(

よ

う
げ
き)

す
る
」
「
戦
備
の
重
点
を
関
東
地
方
及
び
九

州
地
方
に
保
持
す
る
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
陸
海

軍
は
ど
の
よ
う
に
戦
備
を
整
え
、
作
戦
を
立
て
兵
力
を

運
用
し
戦
う
か
の
具
体
化
を
急
い
だ
。
４
月
８
日
、
艦

船
の
ほ
と
ん
ど
を
失
い
、
燃
料
の
欠
乏
に
陥
っ
て
い
た

海
軍
の
新
戦
備
方
針
は
、
航
空
機
と
並
ん
で
水
上
・
水

中
特
攻
兵
器
を
海
軍
の
主
力
兵
器
と
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
方
針
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
海
軍
省
に
海

軍
特
攻
部
を
設
置
し
た
。

「
震
洋
」
は
輸
送
船
を

「
回
天
」
は
戦
艦
・
空
母
特
攻
を

水
上
特
攻
兵
器
と
は
、
ベ
ニ
ヤ
板
製
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
に
２
５
０
キ
ロ
爆
弾
を
の
せ
た
「
震
洋
」
で
あ
り
、

水
中
特
攻
兵
器
と
は
、
小
型
特
殊
潜
航
艇
と
人
間
魚
雷

「
回
天
」
で
あ
る
。
６
月

12
日
、
海
軍
司
令
部
は

「
海
軍
作
戦
計
画
大
綱
」
を
発
し
、
水
上
特
攻
兵
器
は

輸
送
船
・
大
型
上
陸
船
艇
を
、
水
中
特
攻
兵
器
は
空
母
・

戦
艦
・
輸
送
船
を
第
一
目
標
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し

た
。
回
天
・
震
洋
の
配
置
は
太
平
洋
側
に
集
中
的
に
約

１
１
８
箇
所
に
配
備
・
計
画
さ
れ
て
い
た
。

人
間
魚
雷
「
回
天
」
は
昭
和
18
年
に
考
案
さ
れ
、

昭
和

19
年
７
月
に
は
兵
器
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

「
回
天
」
の
搭
乗
員
は
、
19
年
か
ら
募
集
し
、
20
年

５
月
の
９
万
５
千
人
の
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）

の
な
か
か
ら
水
中
・
水
上
特
攻
要
員
と
し
て
５
２
５
０

名
と
し
、
「
回
天
」
要
員
と
し
て
は
９
５
０
名
を
予
定

し
て
い
た
。

「
校
長
日
誌
」
に

「
大
井
国
民
学
校
が
工
事
宿
舎
に
」
の
記
録

大
井
の
聖
崎
方
面
の
崖
に
は
当
時
９
本
の
回
天
格
納

庫
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
、
大
井

に
「
回
天
」
基
地
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。

①
地
形
が
海
岸
よ
り

30
㍍
程
の
崖
で
あ
り
、
地
質
が

け
つ
岩
で
あ
る
の
で
落
盤
が
少
な
く
、
短
期
間
に
ト

ン
ネ
ル
を
ほ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
入
り
江
の
北
向
き
が
選
ば
れ
た
の
は
人
家
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
機
密
保
持
に
適
し
て
い
る
。

③
入
り
江
の
北
側
に
は
、
県
道
よ
り
道
が
通
じ
て
い
る
。

④
風
等
の
南
東
の
強
風
と
波
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
背
後
の
丘
か
ら
は
知
多
湾
を
一
望
で
き
見
張
り
も
適

し
て
い
る
。

⑥
入
り
江
の
最
深
部
に
大
井
港
が
あ
り
、
大
量
の
物
資

の
陸
揚
げ
が
可
能
。

⑦
鉄
道
終
点
の
河
和
よ
り
比
較
的
近
距
離
（
約
８
キ
ロ
）

⑧
約
４
㎞
北
に
は
河
和
航
空
隊
が
あ
り
、
県
道
が
通
じ

大
量
動
員
と
物
資
供
給
が
で
き
る
。

⑨
兵
を
収
容
し
宿
舎
と
す
る
国
民
学
校
（
大
井
小
）
が

徒
歩
15
分
程
度
の
場
所
に
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
「
大
井
国
民
学
校
校
長
日
誌
」
の
記

述
に
は
、
９
本
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
、
河
和
海
軍
航

空
隊
か
ら
多
数
動
員
さ
れ
、
当
時
の
警
備
隊
や
特
攻
隊

へ
「
大
井
国
民
学
校
」
の
校
舎
借
用
の
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。

（
「
み
な
み
99
号
」
よ
り
抜
粋

裏
面
に
証
言
抜
粋
）

南知多町にある特攻兵器「回天」と「震洋」の遺跡

太
平
洋
戦
争
後
77
年
、
戦
争
体
験
を
語
れ
る
人
々

は
全
人
口
の
１
割
足
ら
ず
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
近
い
将
来
、
体
験
を
聞
い
た
り
、
証
言
を
得

た
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。

口
伝
に
は
心
情
が
入
り
、
断
片
的
で
あ
る
場
合
が

多
い
た
め
、
人
の
思
い
や
時
間
の
経
過
が
事
実
の

姿
を
変
形
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
客
観
的
な
資
料
と
し
て
戦
争
遺
跡
や
戦
争

体
験
の
証
言
の
保
存
継
承
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
井
の
「
回
天
」
跡
地
は
す
で
に
埋
め
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
体
験
者
が
ま
だ
存
命
の

う
ち
に
幅
広
く
聴
き
取
り
、
体
験
記
録
を
後
世
に

残
す
と
と
も
に
、
南
知
多
町
に
残
さ
れ
た
戦
争
遺

跡
の
保
存
は
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で

す
。
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
半
田
市
の
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
が
手
に
と
っ
て
見
ら
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

６月議会一般質問より

←大井の
「回天」の図

資料みなみ
より

今は宅地造
成ですでに
埋められて
しまっている

子
ど
も
た
ち
に
戦
争
を
語
り
継
ぐ
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を

片名の
「震洋」

跡地→
現在は放置
され、草だ
らけになっ
ている

ー

悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

ー

（大井の聖崎の崖に
９本の格納壕があった）

（半田市で昨年作成された

子ども向けパンフレット）

<川柳コーナー>

戦
争
は
往
々
に
し
て
領
土
の
取
り
合
い
で
始

ま
る
。
カ
ナ
ダ
と
デ
ン
マ
ー
ク
が
領
有
権
を
争
っ

て
い
た
北
極
圏
の
ハ
ン
ス
島
を
、
こ
の
14
日
に

半
分
に
分
け
合
う
こ
と
で
合
意
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
も
外
交
で
解
決
で
き
る
は
ず
。

外
交
で
仲
良
く
分
け
た
ハ
ン
ス
島

南
知
多
町
の
戦
争
遺
跡
・
体
験
証
言
を

町
が
責
任
を
も
っ
て
保
存
・
継
承
を


